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寒河江市の慈恩寺地区を流れる田沢川の流域は、かつてホタルが乱舞する水田地帯で、寒河江

市内でも有名な「ホタルの観賞エリア」でした。しかし、上流の太郎地区において生産者の高齢

化により稲作を続ける農家が減ってしまい、水田や用排水路の整備がされない耕作放棄地が増

え、ホタルの姿がほとんど見られなくなってしまいました。そこで農地再生や生態系を守りホタ

ルを復活させることと地域資源を活かし、多くの人が訪れる賑やかな地域づくりを目指すため、

寒河江慈恩寺「ホタルの里プロジェクト」協議会（地元住民とＮＰＯなどが組織するグループ）

を立ち上げ取り組んでいます。ホタルの里プロジェクトでは、ホタルの住みやすい環境づくりと

してビオトープの造成や田んぼの再生、並行してホタルの飼育と放流を行っています。田んぼで

は太郎地区の米に代わる新たな特産物としてマコモダケを栽培し農業の維持を目指しています。 

◇元気な地域づくり支援プロジェクト事業は、県の地域づくり担当者が、皆さんの地域に伺って地域の診断を

行ない、取組みの方法を提案しながら、住民主体で実施する「地域の元気づくり」を応援する事業です。あと一

歩踏み出せずにいる市町村や地域の皆さんは、下記の窓口までお問い合わせください。 

お問い合わせ先 村山総合支庁 農村計画課 TEL 023-621-8388 最上総合支庁 農村計画課 TEL 0233-29-1339 

                置賜総合支庁 農村計画課 TEL 0238-26-6056 庄内総合支庁 農村計画課 TEL 0235-66-5549 

                県庁農政企画課 農山漁村振興担当 TEL 023-630-2382 

元気な地域づくり支援プロジェクト事業 山形県は「地域の元気づくり」を応援します。 

もっと、 
地域の話をしようよ。 

先ずは関心を持つこと 

参加したくなること 

自ら地域を発見すること 

現状を理解すること 

動き出すこと 
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